
















Coを用いてダイヤモンド粉末の焼結を行 うのに､従来2通 りの方法が実施 さ




イヤモン ド粉末 とCo粉末が均一に混ざらない とか､ Coのブールがで きやすい
などの問題が串り良質な焼結体が得られていない｡一方､溶浸法では均質で高硬
度の焼結体が得 られるが､Coの療法距離が短 いために大型化は難 しい｡ そこで､
Coを薄 くまんべんな くダイヤモン ド粒子にメッキした物を用いて焼結 させれば
大 きくて均質で高硬度の焼結体が得 られると考 えられ る｡ また､Co豆の調節 も
容易なのでCoも著しく少な くできると思われ る｡ しかし絶縁体のダイヤモン ド
に電気メッキするのが不可能なので無電解 メッキを考えた｡ 通常の無電解メッキ
では退元剤に含 まれているリンがダイヤモン ド粉末に残 り､焼結時に炭化物を作
り統括 しないので､ リンを用 いない特別の無電解メッキを施 した｡




その結果､ I0ytXは全条件下で焼結 し､ 5wtXは7GP8下では 1860℃以上で､
8GPa下で 1600●C以上で焼結 した｡ 3ytXと IytXは8GP8, 1860℃以上の
温度で焼結 した｡ これ らより, メッキ法でもCo星が少いほど高い圧力､温度 が
焼結に必要であることがわかった｡
ヌーブ硬度測定結果 より､圧力､温度が高い程高硬度になるが､ある条件以上
になると限界があると思われ る｡ また､Co星が減 るほど硬度が高 くなると患われ




ンド粒間にCoが存在す るが ブールはなく､ また､粒間も狭 く､ ち密に焼結 して
いる様子が うかがえ､粒子の異常成長もみられなかった｡ lwt%は､所々粒子が脱
落 しており1860℃と2000℃の差がみられなかった｡
比較実教 として､混合法で5YtXの焼結体を8GP8､ 1600●C､ 101inの条件
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柴 井 宏 文
1.重い電子系の超伝導体UPt3のNMR
UPt3の超伝導状態及び常伝導状態を調べるためNMRによって,Ptのスピン格子緩和時
間 Tlとナイ トシフトKの測定を行なったOその結果 UPt3では異方的超伝導エネルギーギ
ャップをもった三重項 (P波 )の超伝導が起こっている可能性があることがわかった｡
2･ REBa2Cu307-7 のNQR(RE-GdorSm)
YBa2Cu307-,のYサイ トをrareearthでおきかえ酸素量の異なる Tcが90K級,60K
級,oK級の試料を使って20MHz付近のNQRスペクトルと30MHz付近のスペクトルがど
のサイ トのCuからのものかをスピン格子緩和率R(-去 )を測定することによ-て決定し
た｡その結果 20MHz付近のスペクトルは酸素量にかかわらず Cu(1)からのもので,30MHz
付近のスペクトルは酸素をぬいていくとCu(2)の信号にCu(1)の信号が混ざってゆき,さら
に酸素をぬくとCu(1)からの信号だけになるということがわかった｡
3･ YBa2[Cul-3Mx]30トy(y=0)のNQR (M-CoorFe)
YBa2Cu307｢γのCuサイ トに磁性を持っているCo及びFeをドー プした試料において
Cuのスピン格子緩和率 R(
+ ･,
を測定した｡結果よりCoはCu(1)のサイトだけに入 り,
Cu(2)には入らず,FeはCu(1)にもCu(2)にも入るということがわかった｡
4･ YBa2[CuトxZnx]307-,(y=0)のNQR
YBa2Cu307-yのCuサイ トにZnを入れ Tcを下げた試料を使って,Cuのスピン格子緩
和率 R(-+ )を測定したo
緩和率測定の結果より常伝導状態においてKorringa則R(
わかった｡
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